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保育内容「人間関係」の講義に必要な
外国にルーツがある子どもとの関わり方の留意点

１．はじめに

　愛知県では、「（外国にルーツがある）就学前の子どもを対象に日本語指導や学校生活指

導等を行うプレスクールのモデル事業」1 が 2006（平成 18）年から始まっている。この

取り組みの目的は、外国にルーツがある子どもが幼児期に集団行動に慣れ、小学校入学に

不適応を軽減することである。幼児期の集団行動に関して、改正『幼稚園教育要領』（文

部科学省，2018）2 には、「一人一人を生かした集団を形成しながら人と関わる力を育て

ていくようにする。その際、集団の生活の中で、幼児が自己を発揮し、教師や他の幼児に

認められる体験をし、自分のよさや特徴に気付き、自信をもって行動できるようにするこ

と。」と明記されている。また、『幼稚園教育要領解説』（文部科学省，2018）3 には、「幼

児は集団の生活を通して、相互に影響し合い、育ち合っていく。」と記されている。他の

幼児や相互に影響し合う幼児の中には、外国にルーツがある子どもの場合も含まれ、その

子どもの数は年々増加している。

　周知の通り、保育内容「人間関係」は、５領域のうちの一つであり、そのねらいの一つ

は、「身近な人と親しみ、関わりを深め、工夫したり、協力したりして一緒に活動する楽

しさを味わい、愛情や信頼関係をもつ。」4 と記されている。特に、保育内容「人間関係」

の授業では、「人と関わる力の育成」を目指している。今後、保育者には、日本にルーツ

がある子どもと関わる力の育成のみならず、外国にルーツがある子どもと関わる力の育成

も求められるであろう。

　本研究では、先ず、保育内容「人間関係」に関する研究動向を概括する。次に、外国にルー

ツがある子どもの現状を明らかにした上で、保育者養成校において、彼ら（彼女ら）を理

解する授業計画をシラバス内へ提示することを試みる。以上の結果を踏まえ、最後に、外

国にルーツがある子どもと共生する新たな社会における保育についての論述を行う。
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₂．先行研究

　1989（平成元）年、『幼稚園教育要領』の改訂で、６領域（健康・社会・自然・言葉・

音楽リズム・絵画製作）が５領域（健康・人間関係・環境・言葉・表現）に変更された 5。

保育内容「人間関係」は、その時に改編された領域の一つである。先ずここでは、保育内

容「人間関係」について論考するため、保育内容「人間関係」に関わる先行研究を概観する。

具体的な手続きとして、国立国会図書館のNDL-OPACを使用し、「保育内容（人間関係）」

をキーワード検索した。検索時期は、2018（平成 30）年７月 30 日から８月３日であった。

その結果、計 58 件の主要な先行研究を抽出することができた。

　先行研究には、保育内容を発達の視点から捉えた人間関係の論文が散見される。具体的

には、大方（1998）6 による幼児を取り巻く人間関係の保育への影響を明らかにした論文

を一つの契機として、保育内容（人間関係）の研究が展開している。その中には、保育者

養成に着目した論文（e.g.，渡辺，2017 7；鹿島，2018 8）、保育内容「人間関係」の動向

や課題を示した論文（e.g.，永野，2007 9；榊原，2012 10）、幼保小の連携と接続を示した

論文（e.g.，伊勢，2014 11；赤間，2016 12）の３つに大別される。

　例えば、保育者養成に着目した論文に関して、渡辺（2017）は、保育者養成校における

領域「人間関係」の指導法について、シラバスや教授方法等を検討している。また、鹿島

（2018）は、子どもの内面と保育の関わりに留意しての省察が、保育者志望学生の取り組

みと認知に効果を与えることを示唆している。

　保育内容「人間関係」の動向や課題を示した論文に関して、永野（2007）は、1989（平成元）

年を分岐点に、「社会」の領域が「環境」及び「人間関係」の領域に分かれ、保育内容「人

間関係」が「人と関わる能力の育ち」に限定されたことを指摘している。また、榊原（2012）は、

保育内容「人間関係」において、人間関係における豊かさの喪失、直接経験の不足、及び

仲間関係の崩壊という３つの課題を指摘し、保育者に一人一人を生かした集団作りが求め

られていることを示している。

　幼保小の連携と接続を示した論文に関して、伊勢（2014）は、小学校の特別活動（学級

活動）の実践を保育所で行った結果、特別活動が子ども自身の育ち以外にも保護者間の繋

がりを促進する要素を含んでいることを示している。また、赤間（2016）は、保育者から

の褒めるという働き掛けにより、子どもの意欲を持つよう引き出すことができれば、小学

校以降の活動に対し、意欲を持ち取り組みやすくなることを示唆している。

　しかしながらこれらの先行研究は、対象が日本にルーツがある子どもに限定されており、
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外国にルーツがある子どもの現状や関わり方に着目した研究が見当たらない。外国にルー

ツがある子どもが何を思い、何に困って、何を配慮してほしいと願っているのかについて、

保護者への面接を通して探索する必要があるだろう。

　他方、『幼稚園教育要領』（文部科学省，2018）では、保育内容「人間関係」に関して、

新たな子どもの姿が示されている。すなわちその姿は、「幼稚園教育において育みたい資質・

能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」」であり、「友達と様々な体験を重ねる

中で、してよいことや悪いことが分かり、自分の行動を振り返ったり、友達の気持ちに共

感したりし、相手の立場に立って行動するようになる。（後略）」13 と明記されている。外

国にルーツがある子どもの現状や配慮を明らかにすることは、保育内容「人間関係」にお

ける相手の立場に立って行動するような子どもの心を育むと考えられる。

₃．外国にルーツがある子どもの現状

　ひとくちに「外国にルーツがある子ども」と言っても、その背景はきわめて複雑である。

さまざまな出身国、在留資格、来日時期、日本語能力、文化背景、家族構成を抱えた子ど

もたちが、日本に住民として暮らしている。そのため彼ら（彼女ら）の全体像をとらえる

ことは容易ではないが、その現状を考える際に、まずは言語が日本への適応や人間関係の

構築にあたり重要であると仮定して、この点について検討してみよう。実際、不就学の理

由は、貧困、日本語能力、頻繁な移動に集約される（文部科学省，2009）14。人間関係と

いうことで日本語能力を取り上げよう。

　日本語指導が必要な児童生徒の母語別在籍状況（文部科学省，2016）によれば、2016

年時点で日本語指導が必要な日本国籍および外国籍の児童生徒は増加傾向にある 15。2006

年には 2.2 万人だったのが、2016 年には 3.4 万人に増え、10 年間で 1.5 倍となった。母語

別にみると、最も数が多いのはポルトガル語で、次いで中国語、フィリピン語、スペイン

語などとなっている。ポルトガル語とスペイン語を母語とする日系人が多いのだろう。と

ころが増加率に着目して 2006 年と 2016 年を比較すると、フィリピン語が 250%、中国語

が 183%、ポルトガル語が 102%の増加率となっている。つまり、日本語指導が必要な児

童生徒が増加傾向にあるということそのものの課題も大きいが、とりわけフィリピン人児

童生徒に要支援者が増えているということだ。では、なぜ日本語指導が必要なフィリピン

系住民が多いのかについてみてみよう。

　外国人人口の中で最も多いのが中国で、次いで韓国朝鮮、フィリピンとなっている（法
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務省，2018）16。フィリピン系住民の場合は、女性の割合が突出して高いのが特徴で、こ

れは結婚移民が多い点と関係している。厚生労働省『人口動態調査』における夫婦の国籍

別に見た年次別婚姻件数によると、1992 年から 2015 年までのあいだに約 16 万組の日比

カップルが誕生している。婚姻件数そのものは 2006 年をピークに減少しているが、2015

年時点でも日本人男性の外国人妻の国籍は、中国籍に次いでフィリピン国籍が多い。つま

り、フィリピン人女性が結婚移民として来日しているケースが多いわけで、子の教育につ

いて検討する際には、こうした結婚移民の背景を考慮する必要がある。

　ところで、こうしたフィリピンからの結婚移民女性は、フィリピンで十分な教育を受け

ないまま、日本政府の発給する興行ビザで来日した者が多い。実際に、2010 年の国勢調

査をもとにした調査によれば、フィリピン系住民の学歴は、その 60%近くが初等・中等教

育レベルで、初等教育レベルの割合が外国系住民の中で最も高い（厚生労働省，2012）17。

来日した外国人女性住民の学歴を見ると、アメリカやイギリスなど欧米系住民の教育水準

は大卒レベルであるのに対し、概してアジア系住民の高等教育修了者の割合は低く、初

等・中等教育レベルが 50%程度を占める。高校進学率についても、イギリス 98.1%、韓

国 93.0%、アメリカ 87.7%、中国 85.7%と続くが、一方でフィリピンは 59.7%、ブラジルは

42.2%だ（是下，2012）18。つまり、欧米系や漢字圏の出身者の進学率は高く、それ以外

の高校進学率はかなり低い。そして、日本では後者の住民の割合の方が大きい点に留意し

なければならない。

　また、孤立も社会生活不適応や進学率低下の一因となる。特に、親が先に日本で就労し、

生活が安定してから家族を呼び寄せるといったケースでは、子どもの希望は考慮されない

こともある。特に、子どもにとって来日が本意ではない場合、来日しても積極的にコミュ

ニティと接点を持つことがなく、地域や教育の場から孤立し、いじめや引きこもりといっ

た問題が表出する。

　さらに、離婚などによってひとり親家庭が多いのも、フィリピン系をはじめとする結婚

移民の特徴である。そのような世帯の場合もまた日本社会との接点が少ないのが特徴で、

母子が社会から疎外された状態に陥ることも多い。こうした社会的孤立は、日本人のいな

い世帯、つまり日本人との接点が少ないと考えられる外国籍同士の婚姻においても同じで

あろう。

　日本の小学校は、入学の時点でひらがな、カタカナの読み書きができることを前提とし

ている。そして、それは主に家庭で培われるとされている。ところが、日本語を母語とす
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る家族構成員がいない世帯にとっては、これは大きな困難であり、学校教育についていけ

ない最初の躓きとなる。こうした点を鑑みても、就学前の位置づけは極めて重要であろう。

　日本には、ドイツなどが実施している基礎的な言語教育の機会が設けられていない。ド

イツでは、年齢にかかわらず、移民に対しては基本的に 600 時間のドイツ語学習などが義

務付けられている。つまり、ドイツでは外国にルーツがある子どもが社会にスムーズに入っ

ていける道筋がつけられているのだが、日本では日本語学習に関する支援は限定的で、例

えば、「特別の教育課程」による日本語指導を受けている児童生徒の割合は 3割強でしか

ない（文部科学省，2016）19。母親に至っては日本語学習の機会は極めて限定的であり、

どの程度の学習歴や日本語能力があるかさえも把握されていない。日本語教室の開設など

も進んできたが、絶対時間数が不足していること、保護者を対象とした日本語教室はさら

に不足しており、母子のコミュニケーション不成立も問題である（脚注）。

₄．外国にルーツがある子どもとの関わり方の留意点

（１）目的

　本研究の目的は、外国にルーツがある子ども、特にインドネシアにルーツがある子ども

が何を思い、何に困って、何を配慮してほしいと願っているのかについて、保護者への面

接を通して明らかにすることである。ただし、ブラジルにルーツがある子どもを取り上げ

た先行研究（e.g.，小内，2003 20；ハタノ，2015 21）は散見されるが、本研究で取り上げ

るインドネシアにルーツがある子どもに焦点を当てた先行研究はほとんど見当たらない。

（₂）対象と時期

　日本で暮らすインドネシアにルーツがある子どもの保護者５名を対象とした。保護者は

７～８年の日本での就労経験がある。表１には、対象である保護者一覧を示した。

　面接の時期は、201X 年３月から 201X 年５月であった。１人１時間～１時間 30 分の半

構造的面接を行った。面接の様子は、対象である保護者の許可を得て IC レコーダーで記

録し、後に逐語録として書き起こした。実施場所は、保護者の職場内の応接室であった。

なお、保護者には個人を特定することはないことを伝え、同意を得た上で面接を実施した。

面接の実施に関わる配慮等は、日本発達心理学会（2000）22 の倫理基準に準じた。
　　　　　　　　　　　
筆者のインタビューでは、ある中学生によると、日本語教育を受けていない母親との会話において「母親が日本語で語り
かける際に最もフラストレーションがたまる」という（2018 年 7 月）。日本語教育と継承語教育の機会の重要性を示唆する。
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（₃）分析方法

　KJ 法（川喜田二郎，1967）23 に準じて、質問項目ごとに類型化を行う。類型の際には、

妥当性を高めるために、第１筆者、第 2筆者、及び質的分析の訓練を受けた研究者の計３

名が、各記述をその一致率によって分類した。不一致の場合には３者間で協議して決定し

た。その結果、６カテゴリーが導き出された。図１には、面接を待つ保護者と子どもの様

子を示した。質問項目は、①基本的属性（性別、年齢、学歴、職業、宗教等）に関するこ

と、②子どもを園に預けること、③休園時や子どもの病気時に関すること、④日常の園か

らの連絡に関すること、⑤日本で子どもと共に生きること、⑥将来について考えているこ

とである。

表１．インドネシアにルーツがある子どもの保護者一覧

保護者名（年齢） 特　徴

保護者Ａ（30 代）
インドネシアの看護系専門学校を卒業後、3年間の病院勤務を経て、8年
前に来日。介護職員として施設に勤務。5歳と 8 歳の子どもを持つ母親。
イスラム教徒。夫は日本語があまり話せず定職に就いていない。

保護者Ｂ（20 代） インドネシアで看護系大学を卒業後、7年前に来日。介護職員として施設
に勤務。2歳の子どもを持つ母親。イスラム教徒。夫は定職に就いていない。

保護者Ｃ（20 代） インドネシアで看護系大学を卒業後、7年前に来日。介護職員として施設
に勤務。1歳の子どもを持つ母親。イスラム教徒。夫は介護職員。

保護者Ｄ（20 代） インドネシアの看護系大学を卒業後、7年前に来日。介護職員として施設
に勤務。2歳の子どもを持つ父親。イスラム教徒。妻は日本人で施設職員。

保護者Ｅ（30 代）
インドネシアの看護系大学を卒業後、2年間の病院勤務を経て、8年前に
来日。看護助手として病院に勤務。3歳の子どもを持つ母親。イスラム教徒。
夫は日本人で病院職員。

図１．面接を待つ保護者と子どもの様子
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（₄）結果と考察

　面接で得られたインドネシアにルーツがある子どもの保育者の要望から、その関わり方

の留意点を整理すると、以下の６点を挙げることができる。

①基本的属性（特に宗教）による食育に関すること。

　対象となる保護者５名は全員イスラム教徒であり、インドネシアの看護師の資格を保持

している。そのため、保護者５名には健康管理についての知識がある。

　保護者Aは、イスラム教徒が口にすることを禁止されている食事について面接で語っ

た。具体的には、豚肉やお酒を使った料理を食べることが禁じられているため、園の献立

表で豚肉が給食のおかずにある日を確認し、その日に子どもがお腹を空かないように、朝

食をたくさん作って食べると語った。保護者Aは、アレルギー対応のように、豚肉等の

除去食を園に要請したが、園のルールで医師の診断による書類提出がなければ除去食の用

意ができないとのことであった。一方、他の保護者の園では、イスラム教徒の食事への配

慮がある。園を選択する際に保護者は、イスラム教徒の食事に対して配慮がある園を選択

することが不可欠となるだろう。

　保護者Dは子どもの入園当初、日本の給食が薄味であることに不満があった。なぜなら、

「子どもには幼い時から味覚を養ってもらいたい」という思いがあったからだと言う。保

護者Dが生まれ育ったインドネシアの農村では、古い習慣や価値観が残っており、看護

で学んだ健康管理の知識があっても、伝承されている食育を大切にすることが窺えた。

②子どもを園に預けること。

　保護者Cは、入園当初、自分の側を離れず泣き叫ぶ我が子の姿を見て、「子どもは自分

の手で育ててこそ自分の子どもになる」と思い、罪悪感で「苦しかった」と訴えた。その後、

親切な保育者が根気よく優しく子どもに語りかけ、保育室での遊びに誘導してくれ、しば

らくすると、子どもは園での生活に慣れ、「今日は園で何して遊ぼう」と楽しそうに話す

姿に変わったことを面接で語った。他の保護者からの語りからも、日本の園がインドネシ

ア人から見て満足度が高いことが推察された。

③休園時や子どもの病気時に関すること。

　保護者Aは、警報等で休園の時、「子どもを職場に連れて行くことができて助かってい

る」と面接で語った。保護者Aが働く施設には仮眠室があり、理解のある主任がそこで

子ども２人を預かってくれたと言う。また保育者 Cは、子どもが園で 37.5℃以上の突然
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の発熱があり、園からお迎えに来て欲しいと電話連絡があった時、職場が早退を許してく

れたことを非常に感謝していた。他方、職場が早退や休暇を許してくれない場合、保護者

はその職場に定着しないことが推測された。なぜなら、インドネシア人の保育者は、日本

が慢性的に介護職員や看護助手の不足であることを知っていて、退職しても他の介護現場

や病院等に再就職できるからである。

④日常の園からの連絡に関すること。

　保護者Aは、園からの連絡帳の漢字や意味が分からず、園での保育参観日に出席する

ことができなかった。すると保育参観から自宅に戻った子どもから、「ママ嫌い」「来てく

れなかった」と言って泣かれた時の辛さを面接で語った。このように泣く子どもをなくす

ため、保育者は、保護者への説明責任を果たす必要がある。そのため何より保育者は、子

どもと保護者を理解しなければならない。例えば、保護者と言葉が通じない場合には通訳

ボランティアや翻訳機等を介して意思疎通をする、園では国際交流に親しむ工夫をする等、

寛容な受け入れ体制を整えていくことが必要である。これから一層、外国にルーツがある

子どもが日本で暮らすようになった時、保育者には多様な価値観を認め、人を尊重できる

人間関係の育みが求められるだろう。

⑤日本で子どもと共に生きること。

　日本で暮らすインドネシアにルーツがある子どもの保護者５名の面接から、その生活は

慎ましく、行動範囲も狭く、月平均３～５万円の仕送りのために消費生活も制限されてい

たことが分かった。特に、保護者Aや保護者Bは、夫に日本で就労が可能な就労ビザがない。

そのため金銭的に余裕がなく、「何でだんなの実家にまで仕送りを ･･･」という言葉が面

接で発せられ、従来の夫婦間の力関係は崩れていると考察された。また、インドネシアに

ルーツがある家族は、家族・親族の絆が強く、「いずれはインドネシアに帰りたい」「子ど

もの声がうるさいという日本で一生は暮らしたくない」と語っていた。一方、日本人の配

偶者を持つ保護者Dと保護者 Eは、家族全員がイスラム教徒となり、趣味のバイク仲間

や料理を交換する友達もでき、日本社会に根を張って生活していることが面接で読み取れ

た。

⑥将来について考えていること。

　インドネシアにルーツがある子どもの保護者の共通点は、イスラム教徒として生き、男

の子を医者にしたいと考えていた。インドネシアにルーツがある子どもの保護者は、子ど

もにイスラム教徒としての教育ができる都会のモスクの近隣（東京・神奈川・名古屋・大
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阪・福岡等）で子どもを育てたいと考えていた。ただし今後、日本の性の商品化への抵抗、

子どもの割礼、インドネシアの家族・親族の看病や介護、及び子どものイスラム教徒とし

ての教育が難しい等の理由で帰国する可能性が高いことが分かった。

　以上、インドネシアにルーツがある子どもとの関わり方の留意点について、５名の保護

者への面接を介して考察してきた。５名の保護者のようなイスラム教徒の場合には、園の

食事（給食）に対しての要望が一番大きいことが分かった。また保護者は、園への満足度

は高かった。これは、大場ら（1998）の「保育者の優しさや誠実さを指摘したり、子ど

もたちへの丁寧な対応に感謝する声が強かった」24 という 20 年前の考察と一致している。

さらに本研究では、寛容な受け入れ体制を整えていくことの必要性を論じた。これに関連

して大場ら（1998）は、外国にルーツがある子どもとの関わりにおいて、「保育者は、常

にゆとりを持って子どもに接し、寛大な気持ちで見ること」25 を指摘し、日浦（2009）は、「寛

容性とは、多様性と葛藤を受け止め、対峙し、他者との対等な関係を保ちながら対話と参

加というプロセスを経てもたらされる」26 と論じている。つまり、外国にルーツがある子

どもへの関わりには、保育者が寛容性を持って保育に関わることの必要性を示している。

₅．多様な子どもの文化的背景に対応した保育内容「人間関係」シラバスの試案

（₁）保育内容「人間関係」の現在の授業と新たなシラバスの試案

　図２は、第 2筆者が作成したF大学における保育内容「人間関係」のシラバスであり、

このテーマは、「保育を通した人と関わる力の育成」である。シラバスの 15 回の授業計画

の中に、「気になる子どもとの関わり」を汲み入れている。これは、多くの園に何らかの

支援が必要な子どもが在籍している現状があり、保育者養成校でも「気になる子どもとの

関わり」の学びが必要になったためである。なぜなら、2007（平成 17）年に、養護学校、

聾学校、及び盲学校が「特別支援学校」と称されたことを契機に、何らかの支援が必要

な子どもを園にも受け入れるようになったからである 27。また、増え続ける外国にルーツ

がある子どもを「現代的な諸課題に対応した保育と人間関係」の中で取り上げている保育

内容「人間関係」のテキスト 28 もある。これらのことからも、多様な子どもの文化的背

景に対応した講義が求められていると言える。そこで、図２の授業計画の第６回と第７回

を一つにし、新たに、第７回に、「多様な子どもの文化的背景に対応した保育と人間関係」

を汲み入れた保育内容「人間関係」シラバスを提案したい。その具体的な講義内容は、「海

外の子どもとの関わり方」として、グループでの調べ学習をした後に、講義内で発表を課
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してもよいであろう。

₆．おわりに

　本研究では、保育内容「人間関係」に関する研究動向を概括した上で、外国にルーツが

ある子どもの保護者の要望とその対応の検討を試みた。また、インドネシアにルーツがあ

る子どもの保護者５名を対象にした質的分析の機会を得た。その結果、イスラム教徒の子

どもには食育への配慮が必要であり、保育者には多様な価値観を認め、寛容性を持って保

図₂．F大学における保育内容「人間関係」シラバス
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育に関わることの必要性が明らかになった。さらに、保育内容「人間関係」の授業におい

て、多様な子どもの文化的背景に対応した「人間関係」シラバスを試案した。その一方で、

今後の研究を展望していく上での課題が２点残った。

　まず、データ収集上の課題である。インドネシアにルーツがある子どもの保護者５名か

ら希有な面接の機会を得たと言えるが、園への満足度が、子どもや保護者の忍耐強さや寛

容さに起因するのか、日本の質のよい保育環境に起因するのか、明らかになっていない。

今後、データ数を増やし、検討することが課題である。

  次に、本研究で試案した「多様な子どもの文化的背景に対応した保育」を汲み入れた保

育内容「人間関係」シラバスが、保育者志望学生にどのような影響を及ぼすかを詳細に捉

えるには至っていない。この課題解決のため、保育内容「人間関係」シラバスを通した保

育者志望学生の変容を分析することも今後の課題である。

以上、本研究で得られた保育内容「人間関係」に関する研究動向、及び関わり方の留意点

について論考してきた。また、保育者養成校において、外国にルーツがある子どもを理解

する授業計画をシラバス内へ提示したことによって、多様な文化的背景をもつ保育の可能

性に接近したと言えよう。

₇．注（文献）、謝辞
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キーワード：保育内容「人間関係」，外国にルーツのある子ども，保育者の関わり方の留意点

　本研究では、外国にルーツがある子どもが増加する状況下、保育内容「人間関

係」の講義に必要であろう外国にルーツがある子どもとの関わり方の留意点を検

討した。具体的には、先ず、保育内容「人間関係」に関する研究動向を概括した。

次に、外国にルーツがある子どもの現状を明らかにした上で、実証的検討のため、

保護者を対象とした半構造化面接を実施した。さらに、保育者養成校において、

外国にルーツがある子どもを理解する授業計画をシラバス内へ提示することを試

みた。その結果、以下の３点が示された。1）イスラム教徒の子どもには食育へ

の配慮が必要であることが明らかになった。2）外国にルーツがある子どもと保

育者に対して、保育者は、多様な価値観を認め、寛容性を持って保育に関わるこ

との必要性が明らかになった。3）保育内容「人間関係」の授業において、多様

な子どもの文化的背景にも対応した「人間関係」シラバスの検討が必要であるこ

とが示唆された。

　以上の結果を踏まえ、今後の研究を展望していく上での課題、データ収集及び

保育内容「人間関係」のシラバスについて提言した。


